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図1　31。cを過ぎると急激に

熱中症が出現している。
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図2　年齢の増加に伴って
熱中症の救急搬送数が増加

執
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H
2
8
年
度
の
国
立
環
境
研

究
所
の
報
告
に
よ
る
と
、
福

岡
県
の
熱
中
症
患
者
に
よ
る

救
急
搬
送
は
6
月
頃
か
ら
出

動
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

す。
福
岡
県
の
過
去
的
年
の
デ

ー
タ
で
は
7
月
中
旬
よ
り
、

1
 
0
人
↓
1
5
0
人
!
月
と
一

気
に
増
加
し
、
7
月
で
最
も

多
く
搬
送
さ
れ
、
全
体
の
4
4

%
を
占
め
て
い
ま
す
。

熱
中
症
の
出
動
件
数
に
は

「
気
温
」
が
関
係
し
(
図
1
)
、

3
 
1
℃
を
超
え
る
と
増
加
傾
向

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
急

に
暑
く
な
っ
た
日
」
　
は
救
急

搬
送
者
数
が
著
明
に
増
加
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
「
環
境
(
気

温
)
　
の
変
化
」
　
に
対
し
て
、

体
調
が
追
い
つ
け
な
い
た

め
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
く

な
る
と
説
明
さ
れ
ま
す
。

年
代
別
　
(
図
2
)
　
に
見
る

と
、
年
代
の
上
昇
に
伴
い
、

有
意
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

小
学
生
~
高
校
生
の
時
期

は
、
運
動
会
の
練
習
や
部
活

の
練
習
に
よ
る
熱
中
症
が
主

な
原
因
で
す
。
今
年
5
月
H

日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
す
で

に
関
東
地
方
の
小
学
生
1
 
9
名

が
医
療
機
関
に
救
急
搬
送

(
屋
外
の
運
動
会
の
練
習
)
さ

れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
脱
水
の
原
因
は

「
気
づ
か
な
い
」
こ
と
で
す
。

年
齢
に
伴
い
喉
の
渇
き
を
自

覚
し
に
く
く
な
る
た
め
、
高

度
な
脱
水
状
態
で
搬
送
さ
れ

ます。喉
の
渇
き
が
無
く
て
も
、

こ
ま
め
な
水
分
の
補
給
は
大

事
で
す
。
水
以
外
に
も
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
電
解
質
が

入
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

や
塩
飴
を
取
る
こ
と
が
大
事

です。

【　内　服　】

当
院
で
の
熱
中
症
に
対
す
る

治
療
は
2
つ
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
内
服
で
の
治
療
、
2
つ

目
は
点
滴
に
よ
る
予
防
が
あ

り
ま
す
。

漢
方
医
療
で
は
、
熱
中
症

を
中
暑
　
(
チ
ユ
ウ
シ
ョ
)
　
と

言
い
ま
す
。
こ
の
『
中
』
は
、

食
中
毒
の
中
と
同
じ
で
、
暑

さ
に
中
(
ア
タ
)
っ
た
疾
患
と

い
う
　
「
暑
気
あ
た
り
」
を
意

味
し
ま
す
。

具
体
的
な
漢
方
薬
の
例
と

し
て
、
緊
急
性
が
な
い
口
渇
、

頭
痛
を
軽
減
す
る
主
な
漢
方

処
方
は
「
白
虎
加
人
参
湯
(
ビ

ヤ
ツ
コ
カ
ニ
ン
ジ
ン
ト
ウ
)
」

を
用
い
、
夏
ば
て
の
倦
怠
感

に
清
暑
益
気
湯
　
(
セ
イ
シ
ョ

エ
ッ
キ
ト
ウ
)
　
な
ど
あ
り
、

問
診
時
の
症
状
に
合
わ
せ
て

処
方
し
ま
す
。

【
点
滴
療
法
】

点
滴
療
法
は
、
自
費
診
療

に
な
り
ま
す
が
、
標
準
・
強

力
の
点
2
種
類
の
点
滴
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

2
つ
の
予
防
治
療
の
共
通

し
て
い
る
点
は
、
「
注
射
」

で
は
な
く
、
「
点
滴
」
　
に
な

り
、
ま
た
5
0
0
m
l
と
輸

液
量
が
多
め
に
な
る
点
で

す。
体
の
水
分
を
元
に
戻
す
た

め
に
は
十
分
な
量
が
必
要
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
ま

た
、
脱
水
・
熱
中
症
か
ら
の

回
復
に
は
、
2
時
間
程
度
の

ゆ
っ
く
り
と
し
た
休
息
を
と

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

十
分
に
体
力
が
回
復
し
て

か
ら
の
帰
宅
を
お
勧
め
し
て

お
り
ま
す
。【

標
準
点
滴
】

当
院
の
標
準
予
防
治
療
に

つ
い
て
は
、
脱
水
の
お
お
も

と
の
原
因
で
あ
る
　
「
水
分
」

の
補
正
と
共
に
、
失
っ
た
電

解
質
の
補
正
も
行
い
ま
す
。

特
に
汗
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
補
正
を
中
心

に
脱
水
の
改
善
を
行
っ
て
い

ます。

【
強
力
点
滴
】

強
力
予
防
治
療
は
、
脱
水
・

熱
中
症
の
原
因
と
な
る
標
準

治
療
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
ビ

タ
ミ
ン
C
や
元
気
の
も
と
に

な
る
ニ
ン
ニ
ク
注
射
の
成
分

で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
群
な
ど

を
加
え
る
こ
と
で
、
脱
水
や

熱
中
症
を
改
善
さ
せ
、
さ
ら

に
脱
水
や
熱
中
症
に
な
り
に

く
い
よ
う
に
強
化
し
て
い
ま

す。
脱
水
・
熱
中
症
の
症
状
の

改
善
し
た
け
れ
ど
、
体
に
熱

が
こ
も
っ
て
い
る
感
じ
が
す

る
、
ま
っ
た
く
尿
意
が
な
い

な
ど
の
脱
水
の
程
度
が
強
い

場
合
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
に
な

り
ま
す
が
、
追
加
の
点
滴
(
5

0
0
m
l
)
　
も
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

轡
掻
、
ぐ
∴
、

院
長
　
コ
ラ
ム

一
今
回
の
特
集
で
、
脱
水
・

寵
轟
擬

す。一
最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に

一
よ
く
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
「
寝

評
語
鵠

一
お
水
を
摂
り
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
?
実
は
、
脱

水
と
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
に

は
、
深
い
関
係
が
あ
る
の
で

す。
高
脂
血
症
や
糖
尿
病
の
生

活
習
慣
病
の
患
者
さ
ん
は
、

血
液
中
の
脂
肪
が
多
い
　
「
ド

ロ
ド
ロ
血
」
　
や
、
高
血
糖
の

「
ベ
ト
ベ
ト
血
」
　
と
い
っ
た

血
液
に
な
り
や
す
い
　
(
ま
た

は
な
っ
て
い
る
)
状
態
で
す
。

脱
水
状
態
で
は
、
こ
う
し
た

血
液
を
さ
ら
に
濃
縮
さ
せ
、

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を
引
き

起
こ
し
や
す
く
し
ま
す
。

脳
梗
塞
の
前
兆
と
し
て
、

体
の
片
側
の
手
足
に
力
が
入

ら
な
い
、
重
い
め
ま
い
、
ろ

れ
つ
が
回
ら
な
い
、
言
葉
が

出
て
こ
な
い
、
物
が
二
重
に

見
え
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
　
「
一
過
性

脳
虚
血
性
発
作
」
と
呼
ば
れ
、

小
さ
な
血
栓
が
一
時
的
に
血

管
を
詰
ま
ら
せ
て
起
き
る
症

状
で
と
て
も
危
険
な
状
態
で

す。

こ
の
段
階
で
脳
梗
塞
を
疑

い
、
一
刻
も
早
く
入
院
施
設

が
あ
る
大
き
な
医
療
機
関
を

受
診
し
検
査
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

脱
水
に
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。


